様式第１号（第１０条関係）

　　　年　　月　　日

国立大学法人大分大学長　殿

国立大学法人大分大学動物実験程（平成１９年規程第９１号）第１０条により，下記のとおり動物実験計画書を提出します。

動物実験計画書
	研究課題
	


	講座等責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
e-mail　　　　　　　＠
	連絡先
	所属又は主担当先
	職　名
	教育訓練の有無

	
	
	
	
	
	直近の講習受講

	
	
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	　  　年   月

	 動物実験責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
e-mail　　　　　　　＠
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	　  年   月

	動物実験実施者名

（講座等責任者，動物実験責任者以外の実験実施者を記入。
５人以上いる場合は別紙として添付）
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　
e-mail　　　　　　　＠
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	　  年   月

	
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　
e-mail　　　　　　　＠
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	　  年   月

	
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　
e-mail　　　　　　　＠
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	　  年   月

	
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名　　　　　　　　　　　　　
e-mail　　　　　　　＠
	内線番号

ＰＨＳ等
	
	
	□有　□無

	
	
	
	
	
	年   月


	実験期間
	承認後 ～ 　　　　年 ３月 ３１日　（当該年度末まで。更新年限は最大5年間）

	使　用　動　物
（動物種・齢ごとに齢分けて記入。
系統が複数ある場合は同一枠内に記載。）
	動物種
	系統
	齢
使用数
	合計数
	入手方法
（譲受の場合の導入元）

	
	
	
	♂
	
	♀
	
	
	□購入　□譲受
（　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	♂
	
	♀
	
	
	□購入　□譲受
（　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	♂
	
	♀
	
	
	□購入　□譲受
（　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	♂
	
	♀
	
	
	□購入　□譲受
（　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	動物実験の目的
（項目ごとに記載）
	（目的）
（意義）
（予想される成果）


	飼養保管場所
(該当項目を■)
	□動物実験棟内

□動物実験棟外（実験動物管理者名　　　　　　　　　　許可番号　　　　　　　　　　　　）

	実験実施場所
(該当項目を■)
	□動物実験棟内

□動物実験棟外（実験動物管理者名　　　　　　　　　　許可番号　　　　　　　　　　　　）

	特殊実験区分
(該当項目をすべて■)
	□１　感染実験及び化学的危険物質投与実験　

　　　ア　種類　□感染（安全度分類：□BSL1　□BSL2　□BSL3）□化学発癌　□重金属　□化学及び生物毒

イ　使用病原体，物質，組換え生物名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ウ　動物当たり投与量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　エ　感染（投与）経路（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　オ　病原体（物質）の排泄経路と他動物への感染（影響）危険度

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□２　遺伝子組換え生物使用実験　　　区分：□P1A　□P2A　□P3A　
（承認番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□３　放射性同位元素・放射線使用実験

	具体的な研究方法
（「想定される苦痛のカテゴリー」や「動物の苦痛軽減・排除方法」等と整合性をもたせる。枠を超える場合は別紙として４頁以降に記入し，添付する）
	（動物に加える処置・麻酔・安楽死の方法を具体的に記入し，処置ごとに「想定される苦痛のカテゴリー」を記入）



	
	（使用動物数の算出根拠）


	動物実験の種類
(該当項目をすべて■)
	□１　試験　□２　研究　
□３　教育　□４　訓練　
□５　その他（　　　 ）
	代替法の検討内容

（該当項目を■）
	□１　検討したが，動物実験に替わる手段がなかった

□２　検討した代替手段の精度が不十分だった

□３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	想定される苦痛の

カテゴリー

(該当項目を■)
	□Ｂ　脊椎動物を用い，動物に対してほとんど、あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験

□Ｃ　脊椎動物を用い，動物に対して軽度のストレス又は痛み（短時間持続するもの）を伴うと思われる実験

□Ｄ　脊椎動物を用い，回避できない重度のストレス又は痛み（長時間持続するもの）を伴うと思われる実験

□Ｅ　無麻酔下の脊椎動物に，耐えうる限界に近い，又はそれ以上の痛みを与えると思われる実験

	動物の苦痛軽減及び排除方法

(該当項目をすべて■)
	□１　短時間の保定，拘束及び注射など，軽微な苦痛の範囲であり，特に処置を講ずる必要はない

□２　科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在せず処置できない
　　　（動物が受ける苦痛の大きさと実験の意義を具体的に示した上で，苦痛軽減を行わない理由を研究方法に明記）
□３　麻酔薬，鎮痛薬等を使用する

　　　麻薬を使う場合（登録麻薬研究者名：　　　　　　　　　　　　麻薬研究者番号：　　　　　　　　　　）
　　　□薬剤名：ﾒﾃﾞﾄﾐｼﾞﾝ･ﾐﾀﾞｿﾞﾗﾑ･ﾌﾞﾄﾙﾌｧﾉｰﾙ 投与量：　　　　　　　　経路：
□薬剤名：ｲｿﾌﾙﾗﾝ / ｾﾎﾞﾌﾙﾗﾝ           投与量：　　　　　　　　経路：

　　　□薬剤名：                           投与量：　　　　　　　　経路：
　　　□薬剤名：　　　　　　　　　　　　　 投与量：　　　　　　　　経路：
　　　□薬剤名：　　　　　　　　　　　　　 投与量：　　　　　　　　経路：

□４　動物が耐えがたい痛みを伴う場合，適切な時期に安楽死処置をとるなどの人道的エンドポイントを考慮する

　　　（エンドポイントを判断する具体的な基準を研究方法に明記）
□５　その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	安楽死の方法
(該当項目をすべて■)
	□１　麻酔薬等の使用
　　　麻薬を使う場合（登録麻薬研究者名：　　　　　　　　　　　　麻薬研究者番号：　　　　　　　　　　）
　　　薬剤名：　　　　　　　　　　　　　投与量：　　　　　　　　経路：
　　　薬剤名：　　　　　　　　　　　　　投与量：　　　　　　　　経路：

□２　炭酸ガス吸入

□３　中枢破壊　　
□：頚椎脱臼　　□：断首　　□：その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□４　安楽死に準じる方法（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□５　安楽死させない

（その理由を記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	死体処理の方法
	□１　動物実験棟の冷凍庫で保存し，外部業者に処理を委託する
□２　その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	

	備考
	


	委員会記入欄
	

	
	□本実験計画書は大分大学動物実験規程等に適合すると認める。

□本実験計画書は大分大学動物実験規程等に適合しないと認めるので再度計画案を見直すこと


	学長承認欄
	　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　承認番号　第　　　　　　　　　　　　号

本実験を承認します。

国立大学法人大分大学長

印　
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